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	・日本・アメリカ・台湾・中国・ドイツの5か国、合計6つのショットガンメタゲノム*1データを用いてパーキンソン病*2患者の腸内細菌叢のメタ解析*3を行った。
	・パーキンソン病患者では、リボフラビン*4（ビタミンB2）とビオチン*5（ビタミンB7）合成酵素に関連する細菌遺伝子が減少していることを解明した。
	・便中代謝産物分析により、パーキンソン病患者では腸内短鎖脂肪酸*6とポリアミン*7が減少していることを解明した。
	・リボフラビンとビオチン合成酵素に関連する細菌遺伝子と腸内短鎖脂肪酸とポリアミンの間に正相関があることを解明した。
	・リボフラビンとビオチンの補充療法がパーキンソン病患者の治療として有効である可能性を示した。
	パーキンソン病は、中脳の黒質に存在するドパミン産生細胞に、α-シヌクレインというタンパク質が異常に凝集してレビー小体を形成することで引き起こされます。このα-シヌクレイン凝集体は、腸管神経叢から始まり、迷走神経を通じて中脳黒質に達すると考えられています。これにより、正常なα-シヌクレインも異常に凝集し始め、病気が進行します。パーキンソン病の初期症状として、便秘、レム睡眠行動障害*8、うつ病などが運動症状の出現よりも前に起こることが知られており、これらはα-シヌクレインの異常な伝播に関連している可能...
	本研究チームは以前の研究で、16S rRNAシークエンシング*9による5か国のデータを使ったメタ解析により、ムチン分解菌であるAkkermansiaの増加と短鎖脂肪酸産生菌であるRoseburiaとFaecalibacteriumの減少がパーキンソン病において国を超えて認められることを明らかにしました。しかし、16S rRNAシークエンシングでは属*10レベルでの細菌の同定にとどまっており、腸内細菌の遺伝子レベル・代謝経路のレベルでの解析は行えないのが現状です。そこで、ショットガンメタゲノム解析か...

